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花火の真下 !奇跡の実写映像
全国各地で毎年1,000箇所以上も開催され、述べ7,000万人も
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花火の「星」蔵送められ帝技と文1ヒ4歴史の物語
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小ヒ五乳i尾喀〒亀駅宴尋
芽る元素によって異なる色を示す「炎色反応」を巧みに利用し、 「星」の

並べ方やダイミングによって夜空にさまざまなかたちを描きだす技術。花火をサイエンスやアー トの視点か

ら見直してみると、新しい発見に満ちています。さらに、江戸幕府・徳川家康の時代にまでさかのぼる日本

の花文の歴史。そこには「火薬」をめぐる、大きな転換点があつたことを知つていますか ?ゴ籍
枷 0年以上にわたり、花火師たちが命をかけてつないで
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